
  

 

 

 

                            

 

明けましておめでとうございます 

～ほめる指導の重視～ 
 

 

明けましておめでとうございます。皆様には、希望に満ちた令和５年の新春をお迎えのことと存じま

す。旧年中は、本校の教育活動へのご理解とご協力に対しまして、心よりお礼申し上げます。 

 今年も「笑顔あふれる魅力ある学校づくり」を目指して保護者、地域の皆様と共に努力していきま

す。よろしくお願いいたします。 

 さて、「５３」という数字が何かわかるでしょうか。これは、６年生が卒業までに登校する日数で

す。この 3学期は、学年としてのまとめとして重要な時期ですが、非常に短いのです。充実した日々に

するためには、スタートが肝心です。 

 本校では褒める指導の重視を経営方針の一つにして教育活動を行っています。ここには大きな教育効

果があります。そのために心がけていることを２つお伝えします。 

① できていることを見逃さずほめる。 

どうしてもできている子よりも、できていない子が気になってしまい注意することに時間を費や 

してしまいがちです。しっかりやっている子は、注意されている様子を視覚と聴覚から受けること 

になってしまいます。本校では、必要な注意は適切にしますが、できている子を見逃さず褒めるこ 

とを忘れません。できたことを認められたことは自己肯定感を高めこれからの意欲にもつながるか 

らです。また、できていなかった子には注意をする前に自分自身で気付き直すチャンスを与えるこ 

とができるので注意する必要がなくなるのです。 

 

② 褒め方は具体的に 

褒めことばはいろいろありますが、「すごいね」「えらいね」では、教育効果はあまりありませ 

ん。何がどうすごいのかを具体的に伝えることが大切です。またこの時できるだけ周囲に聞こえる  

ように伝えるとさらに効果的です。 

 たとえば、あいさつが上手な子には、「止まって目を合わせてあいさつ

ができて気持ちがいいですね。」また、学習の準備が得意な子には「授業

前に次の準備ができていましたね。チャイムと同時にピン・ピタ・グー

の姿勢になれていたのですぐに始められますね。」と言うとできた子は、

自然にしたことかもしれませんが、行動の確認になります。周囲で見た

り、聞いたりしていた子は、「そうすればいいのか」と自分の行動を見直

す機会にもなります。 

 

以上2点が心がけているポイントです。「褒める指導」のお勧めは、「～しなさい」の注意や指導をす

る言葉を発することなく子どもたち自身が主体的に行動を改善していくことができるようになることで

す。もちろんすべてがうまくいくわけではありません。しかし、これを意識して学校や家庭や地域が取

り組めば確実に子供たちは成長します。今年も本校の教育活動にご理解とご協力のほどよろしくお願い

します。 

創立 ９７周年 
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◎１月の目標  生活目標 規則正しい生活をしよう／言語目標 目上の人にていねいに話そう 

キッズフェスティバル 

  

 1月 22日（土）にキッズフェスティバルを行う予定です。コロナウイルスの感染状況次第ではあります

が、2年生以上がお店を開く予定です。1年生は昨年度同様、お客さんとして参加します。換気や密になら

ないよう配慮しながら進めていきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

９ １０ １１ （寺） １２ （寺） １３ １４ 

成人の日 始業式 

安全指導 

給食始 
さわチャレ始 
委員会（５校時） 
席書会 
（１･２校時６年） 
（3･4校時５年） 
発育測定（4 年） 

席書会 

（１･２校時３年） 

（3･4校時４年） 

発育測定（1～３年） 

5時間授業 

図工区展見学（4年） 

発育測定（５・６年） 

 

１６ （寺） １７ （寺） 1８ １９ （寺） ２０ ２１ 

全校朝会 

クラブ（６校時） 

さわチャレ終 ４時間授業 避難訓練  

 

授業公開日 
キッズフェスティバル 

書き初め展始 

２３ （寺） ２４ （寺） ２５ （寺） ２６ （寺） ２７ 2８ 

全校朝会 

クラブ（６校時） 

 

お琴体験 

（3･4校時4年） 

 

お琴体験 
（１･２校時４年） 
（3･４校時３年） 
社会科見学（5年） 

学校保健委員（14：30） 

アンプティーサッカー 

(2校時5年） 

(3校時4年） 

節分集会 

書き初め展終 

 

３０ （寺） ３１ （寺）     

全校朝会 

委員会（６校時） 

 

歯・口の健康づくり 

（１校時５年） 

（２校時３年） 

（3校時１年） 
たてわり班遊び 

    

 

漢字検定受検日迫る 
 

２月１０日（金）の 5時間目、全校児童が漢字検定を受検します。「漢検」とは「日本漢字能力検定」で、

漢字能力を測定する技能検定です。漢検の勉強を通して身に付けた漢字・語彙
い

力は、国語はもちろん、全

教科の土台となります。語彙
い

力が上がると人の話や文章がスッと入ってくるようになり、授業の理解度が

上がったり、テストの問題文の内容がすぐ理解できたりと、普段の勉強面でもプラスになります。 

また、コツコツ力をつけて漢検に合格した経験が子供たちの自信にもつながります。つまり、｢言語力向

上｣だけではなく､｢目標に向かって学ぶ意欲｣を育てるためにも六日小では、漢字検定に取り組んでいます。 

子供たちは、日頃の授業をはじめ、クラスで配布された検定に関するプリントや 1階にある漢検コーナ

ーの問題などを基にして、学習に励んできたことと思います。漢検コーナーに練習用プリントの用意があ

ります。自由に取り、練習してください。検定日当日まであとちょうど１ヶ月です。ご家庭でも励ましの

言葉をかけていただけると幸いです。 


